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特別損失の計上、業績予想の修正、剰余金の配当（期末配当）予想の修正 

及び役員報酬の返上に関するお知らせ 
 
 当社は、平成 25 年２月 27 日開催の取締役会において、下記の通り特別損失を計上することを決議

しましたのでお知らせいたします。 

また、平成 25 年２月５日に公表した平成 25 年３月期通期業績予想を下記の通り修正いたしました

ので併せてお知らせいたします。 

更に、下記の通り剰余金の配当（期末配当）予想を修正し、役員報酬を自主的に返上することとい

たしましたのでお知らせいたします。 

 
記 

 

１．特別損失の計上について 
当社は、徳山製造所における多結晶シリコン及びその併産品である乾式シリカの製造設備に関し

て、平成25年３月期決算において特別損失として約275億円の固定資産の減損損失を計上する見込

みです。多結晶シリコン事業は、平成24年３月期以降、市況が急激に悪化し、厳しい事業環境が続

いております。このような状況において、徳山製造所で営んでいる当事業の将来キャッシュフロー

を算定した結果、その発生が見込めないため、対象設備の帳簿価額を全額減損処理するものです。 

これに合わせて、多結晶シリコン用原材料についても、在庫適正化を図り、特別損失として棚卸

資産評価損を約20億円計上する見込みです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．業績予想の修正について 
平成 25 年３月期通期連結業績予想数値の修正（平成 24 年４月１日～平成 25 年３月 31 日） 
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純損失 
１株当たり

当期純損失

 
前回発表予想（Ａ） 

百万円

258,500

百万円

4,000

百万円

0

百万円 

△11,500 

円 銭

△33.05

今回修正予想（Ｂ） 258,500 4,000 0 △41,000 △117.84

増減額（Ｂ－Ａ） 0 0 0 △29,500 －

増減率（％） 0.0 0.0 0.0 － －

（ご参考）前期実績 
（平成 24 年３月期） 

282,381 13,720 11,524 9,351 26.87

 

 

平成 25 年３月期通期個別業績予想数値の修正（平成 24 年４月１日～平成 25 年３月 31 日） 
 

売上高 経常損失 当期純損失 
１株当たり 
当期純損失 

 
前回発表予想（Ａ） 

百万円

164,000

百万円

△3,000

百万円 

△12,000 

円 銭

△34.49

今回修正予想（Ｂ） 164,000 △3,000 △41,500 △119.27

増減額（Ｂ－Ａ） 0 0 △29,500 －

増減率（％） 0.0 0.0 － －

（ご参考）前期実績 
（平成 24 年３月期） 

185,099 8,538 8,497 24.42

 

修正の理由 
 通期個別業績予想及び通期連結業績予想につきましては、上述の特別損失の計上により、当期純

損失が予想から大幅に悪化する見込みです。 

 

尚、個別業績予想につきましては、営業利益は開示しておりません。 
 

そのため、平成 25 年２月５日に公表した業績予想を修正いたします。 
 
※上記の予想は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいて

おり、実際の業績はさまざまな要因により大きく異なる可能性があります。 
 
 
 
 



３．剰余金の配当（期末配当）予想の修正 
 

今回修正予想 
前回予想 

（平成 24 年 10 月 31 日） 

前期実績 
（平成 24 年３月期） 

基準日 平成 25 年３月 31 日 同左 平成 24 年３月 31 日 
１株当たり配当金 3 円 00 銭 未定 3 円 00 銭 

配当金の総額 1,043 百万円 － 1,043 百万円 
効力発生日 平成 25 年６月 26 日 － 平成 24 年６月 27 日 
配当原資 利益剰余金 － 利益剰余金 
 
修正の理由 
 平成 25 年３月期期末配当金につきましては、厳しい事業環境により通期の連結純損失が 410 億円

（単体純損失 415 億円）の見込みですが、収益改善計画を実施することにより平成 26 年３月期以降

の収益回復が見込めることから、１株当たり３円とさせていただく予定です。 
 引き続き、収益の改善に全力で取り組み、安定配当に努めてまいりますので、株主の皆様におかれ

ましては、何卒ご理解を賜りますようお願い申し上げます。 
 
４．役員報酬の返上 
 昨年４月以来、役員の月額報酬 20％を自主返上しておりますが、収益悪化を重く受け止め、更に

以下の通り役員報酬を自主返上することといたします。 
 
役員報酬の返上内容 

  執行役員以上 本年６月の臨時報酬 50％を自主返上 
 

以上 


